
 

（第２号様式）   
令和７年４月10日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 横須賀南高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価 

（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

教
育
課
程 
学
習
指
導 

①普通科（クリエイティ 

ブスクール）において 

は、豊かな人間性や社会 

性の涵養、社会的・職業 

的な自立等をめざした教 

育課程を適切に編成す 

る。 

 

②福祉科においては、専 

門的な知識・技術の習 

得、豊かな人間性や社会 

性の涵養、社会的・職業 

的な自立等をめざした教 

育課程を適切に編成す 

る。 

 
③わかることが実感でき 
る授業のユニバーサルデ 
ザイン化、ICTの積極的な 
利活用、実践的・体験的 
な学習などを推進する。 

①②新たに始まった 

教育課程における編 

成および評価のあり 

方について研究を進 

め、３年間の教育課 

程全体が適切に配置 

しているか検証を進 

める。 

 

 

③現状の授業スタイルを

様々 な角度から検証し、

さらに生徒がわかること

が実感できる授業づくり

を目指す。定期的に研究

協議の場を設け、共通の

スタイルの確立に向けて

取り組む。 

①②両科とも新教育 

課程の授業の進め方 

や評価基準の設定、 

評価方法が適正なも 

のかどうか、検討を 

進める。 

 

 

  

 

③授業見学やみなみハート

会議（研究協議）におい

て、教員同士の情報共有や

意見交換を積極的に行う。 

 

③生徒自身が達成感をもっ

て学ぶ場として学習成果発

表会などを充実させる。 

①②それぞれの学科

の特色に合わせた教

育課程の編成、評価

基準の策定及び選択

科目の設置ができて

いるか。 

 

 

 

 

③実践例の共有や、新たな

改善に向けた意見交換を目

的とした授業見学やみなみ

ハート会議を実施すること

ができたか。 

 

③みなみスタイルが生徒の 

学習効果を与えることがで 

きたか。（授業評価） 

 

③学習成果発表会の実施に 

より生徒の学習意欲に影響 

を与えたか。（アンケー 

ト） 

 

①②両科とも、３学年全てで
新教育課程が出そろい、評価
の在り方も含め、しっかりと
した体制でのぞむことができ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
③みなみハート会議を４回実
施した。特にICT活用について
様々な意見交換や授業改善の
ヒントを共有できた。 
 
③授業評価では本校の独自の
質問である４のポイントが高
くみなみスタイルの効果が見
られる。 
 
③約４割の生徒が次年度学習
成果発表会に参加したいと答
えた。 
 

①②新教育課程の完全実施か
ら１年が経過し、普通科・福
祉科ともに教育課程の問題点
を洗い出し、改善すべき点に
ついてはカリキュラム検討委
員会を立ち上げ、検討してい
きたい。 
 
 
 
 
 
③みなみハート会議を活用
し、みなみスタイルは、今後
ICT も含めその時々の生徒に
あった内容を取り入れ改定し
ていく必要がある。 
 
③引き続き授業評価では、み
なみスタイルが浸透している
か見ていく必要がある。 
 
③学習成果発表会が生徒に認
知され、発表の参加の機会を
増やしていく方法を考える。 
 

①②３学年全てで新
教育課程が出そろ
い、評価の在り方に
ついても体制ができ
た。今後は、カリキ
ュラム検討委員会を
立ち上げ検証・改善
を図りたい。 
 
 
 
 
③みなみスタイルの
バージョンアップを
行い、充実したもの
にできた。授業評価
では、みなみスタイ
ルが浸透しているこ
とが見られた。学習
成果発表会が生徒に
認知され、発表の参
加の機会が増えるよ
う取組んでほしい。 

①②カリキュラム
検討委員会を立ち
上げ、各教科より
新カリキュラムの
問題点について検
討する確認を行っ
た。 
 
 
 
 
 
③今年度４回開催
した「みなみハー
ト会議」をとおし
て、全職員が本校
の教育活動につい
ての共通理解を得
ることができた。 
 
③学習成果発表会
の場で、両科とも
１年間の学習成果
を発表することが
できたが、すべて
の教科ではなかっ
た。 

①②次年度、カリ
キュラム検討委員
会で新カリキュラ
ムの問題点につい
て検討を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
③多様化する生徒
の活動状況に応じ
て、「みなみスタ
イル」の見直しを
図り、「みなみハ
ート会議」におい
て全職員の共通理
解を得る。 
 
③さらに多くの教
科・科目で発表が
できるよう取組
む。 

２ 

生
徒
指
導 
・
支
援 

①他者への理解を深め、 

安全・安心に学べる環 

境を整えるため、ルー 

ル、マナーを大切にする 

規範意識の醸成を図る。 
 
 
 
 
 
 
②生徒一人ひとりが抱え
る課題を早期に把握し、
スクールカウンセラー
（ＳＣ）やスクールソー
シャルワーカー（ＳＳ
Ｗ）および外部機関と連
携した支援を図る。 

①他者理解にもとづ 

く規範意識の育成の 

ため、より生徒との 

関わりを深める機会 

を増やし、日常の支 

援を大切にした生活 

指導を目指す。 

 

 

②支援が必要な生徒 

を早期に把握し、Ｓ 

Ｃ、ＳＳＷ、外部機 

関と連携し、今後の 

支援に繋げる。 

 

①職員が生徒と積極 

的に関わる機会を設 

け、支援する意識の 

啓発を図るととも 

に、支援と指導の連 

携を図る。 

 

 

 

②生徒・保護者との面談お 

よび「かながわ子どもサポ 

ートドック」での情報を職 

員間で共有し、必要に応じ 

て生徒支援会議やＳＣ、Ｓ 

ＳＷ、外部機関に繋げる。 

①より身近な位置で 

生徒と関わる仕組み 

が構築できたか。支 

援と指導の連携によ 

り、計画的で効果的 

な生徒指導ができた 

か。 

 

 

②職員間できめ細か 

な情報共有ができた 

か。ＳＣ、ＳＳＷ、 

外部機関に繋げ、連 

携しながら継続した 

支援ができたか。 

 

①特別指導以外にも、各種当 
番での声掛け、特に廊下巡回 
で各教室への入室を含めた生 
徒への個別対応等、身近な位 
置でのかかわりができた。ま 
た、その指導から得られた情 
報について支援後の効果的な 
連携ができた。 
 
 
②学年会やコア会議で常に情 
報共有をすることができた。 
ＳＣ、ＳＳＷ、外部機関と的 
確に連携できた。 

①特に廊下当番については、 
再三、 積極的に教室に入っ 
て、生徒への声掛けや支援を 
してほしい旨を連絡している 
にもかかわらず、当番待機場 
所で他の業務をしている職員 
が少なからずおり、職員の意 
識向上が急務である。 
 
 
②支援を必要とする生徒が多
いため、情報共有はするもの
の次の一手を検討する時間が
なかなか持てない。コア会議
の進め方の改善が必要であ
る。 
 

①これまで同様に生
徒に対して心のこも
った教育を行った。 
教員側に特別指導
は、「罰則」のイメ
ージが強いため、思
考・行動の変革を促
す。 
 
 
②これまで以上に支
援を必要とする生徒
が増えてきているよ
うので、他のグルー
プとの連携を強めて
ほしい。また児童相
談所等の外部機関と
の連携も密に行って
ほしい。 
 

①特別指導の対象
となった生徒に
も、丁寧な聞き取
りと支援的な指導
も行い、深い反省
を促す取組を行っ
た。 
 
②複数回の面談や
「かながわ子ども
サポートドック」
等から、支援が必
要な生徒を早期に
把握し、支援に繋
げることができ
た。ＳＣ・ＳＳＷ
との情報共有を定
期的に行い、外部
機関とも連携した
支援を行った。 
 

①指導と支援両面
から、背景の理解
も含めた対応を図
る。廊下当番は積
極的に教室へ入っ
て、学習の支援を
行うよう周知徹底
する。 
 
 
②家庭環境も含め
多様化、複雑化す
る課題を抱える生
徒に対して、迅速
に効果的な支援
を、全教員が組織
的に取組んでい
く。 



 

 
視

点 

４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価 

（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 

進
路
指
導 
・
支
援 

①生徒一人ひとりの 

進路希望に応じた適 

切な支援を充実させ 

る。 

 
 
 
②SCC と連携しなが 
ら３年間を見据えた 
計画的な進路指導の 
充実を図る。 

➀生徒・保護者と進 

路希望を共有して適 

切な支援に繋げる。 

 

 

②SCC と連携し、キャリ

アプログラムの実践を通

して生徒の社会的・職業

的自立と主体的な進路選

択を可能にする力を育

む。 
 
②福祉科の専門科目とし 

てのキャリア教育を尊重 

しながら普通科と共通の 

進路ガイダンスのあり方 

を検討する。 

➀キャリアパスポー 

トや各種面談を活用 

し、生徒・保護者の 

進路希望の把握に基 

づく適切な支援を行 

う。 

 

②地域企業や関係諸 

機関と連携し、生徒 

一人ひとりの職業意 

識を具体化する力を 

育む。 
 
②３年間のキャリアプログ 

ラムの中に学期末のLHR等 

を活用した福祉科、普通科 

共通の進路プログラムを構 

築する。 

➀生徒・保護者に寄 

り添った進路実現を 

目指しながら、進路 

実績の維持向上が図 

れたか。 

（進路実績） 

 

②生徒が主体的に進路選択 

できるよう、インターンシ 

ップや職業人講話などの取 

組が実施できたか。 
 
②福祉科、普通科共 

通のキャリアプログ 

ラムが構築できた 

か。 

➀生徒、保護者の進路希望を
丁寧に把握共有し、SCC と連携
して適切な支援を行った。進
路実績は 93％を超えた。 
 
 
 
 
②1 年生の校外学習で企業・職
業訓練施設・上級学校の見学
を実施した。 
 
②地域企業や卒業生が就業す
る企業を招いて、進路講演会
を実施した。また、３年生に
よる進路体験報告会を１、２
年生対象に行った。 
 
②両科共通のキャリアプログ
ラムを構築した。 

➀社会的・職業的自立と進路
実績90％超の維持を目指し、
継続してキャリアプログラム
の成熟と実践に努める。 
 
 
 
 
②職業観の向上を目指し、本
校独自のインターンシップ実
施の準備をする。また、進路
に関わる校外学習、本校に関
係の深い企業をお招きしての
進路講演会を継続して実施す
る。 

①②両科とも進路希
望生徒について、ほ
ぼ希望通りの進路が
達成できた。進路に
対する意識付けの講
演・体験等が有効な
取組であった。 

①②SCC と進路グ
ループ・３学年が
緊密に連携して。
丁寧な進路指導を
行い、特に就職希
望者は 100％就職
へ繋げることがで
きた。 
 
①②３年間をとお
したキャリアプロ
グラムを実践し
て、各学年ともに
計画的で効果的な
進路指導・進路学
習が実施できた。 
 

①②多様化する進
路希望に対応でき
るよう、進路に関
する様々な情報を
共有できるシステ
ムを構築する。 
 
 
 
①②完成したキャ
リアプログラムを
実践しながら、問
題点があれば改善
を行う。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①地域の企業や福祉施設 

と連携した教育活動を推 

進する。 

 
 
 
②地域貢献活動やイベン 
ト等への参加による開か 
れた学校つくりを推進す 
る。 

①既存の教育活動を 

活用した取組を継続 

するなど、生徒の学 

びの確保と充実を図 

る。 

 

②コロナ以前の取組 

みを参考に、地域や 

本校の現状に応じた 

取組を丁寧に行う。 

①進路グループや福 

祉科等の取組を継続 

するとともに、新た 

な取組について検討 

する。 

 

②昨年度実施した取り組み 

を中心に、本校の様子をＰ 

Ｒすることで開かれた学校 

つくりを充実させる。 

 

①既存の取り組みが 

継続できたか。 

（３-②と同じ） 

 

 

②地域貢献活動やイ 

ベント等において本校 

の様子をＰＲすることがで 

きたか。 

①コロナによる制限がなくな
り、福祉科では従来の外部施
設での実習等、継続して実施
することができた。 
 
 
②学校行事、部活動を通じて
地域貢献活動を実施すること
ができた。また学校紹介動画
を用いて、一貫性のある PR 活
動が実施できた。 

①福祉科だけでなく、普通科
の生徒も地域の施設や企業で
の実習の機会を持てるような
取組を行う。 
 
 
②部員数が少ないため活動に
見通しが立てにくい。そのた
め今後は継続化に努めていき
たい。説明会動画だけでなく
他の観点においても活用でき
る動画作成に努めていきた
い。 
 

①福祉科にとって大
切な教育実践である
外部施設での実習
を、従来どおりに実
施できたことは、本
校の教育活動の大き
なメリットである。 
 
②学校説明会やホー
ムページで生徒の活
動状況を紹介してい
るが、さら色々な方
法で外部への発信が
必要。 

①福祉科の外部施
設での実習は計画
どおり実施でき
た。 
 
②全校生徒による
地域貢献活動での
地域清掃や文化
祭・学校説明会へ
の生徒参加等、本
校のＰＲはできた
が、多種多様な機
会を利用する必要
がある。 

①さらに多くの実
習施設を開拓す
る。 
 
 
②地域のイベント
やボランティア活
動に、生徒が積極
的に参加するよう
なシステムを検討
する。 

５ 

学
校
管
理 
学
校
運
営 

①生徒が安全・安心に学 

ぶための防災計画策定や 

施設設備等の点検・整備 

を進める。 

 

②全職員で不祥事を防止 

する。 

 
 
③職員が学校教育計画を
共有するとともに学校運
営協議会からの意見を反
映していく。 

①防災意識の醸成と 

日常的な施設等の環 

境整備を進める。 

 

 

②ゼロプログラムに沿っ

た祥事防止を進める。 

 

③職員が学校教育目

標を共有し、学校運

営協議会や部会での

協議を通して充実し

た取り組みを行う。 

①計画的な防災教育 

やＩＣＴ環境等の整 

備などを組織的に行 

う。 

 

②計画的な不祥事防止研修 

会や校長面接を実施する。 

 

③各部会での協議結果から 

具体的な取組の実施および 

検証を行う。 

 

③３年間の指定研究事業の 

まとめと発表を行い、企業 

等との連携を充実させてい 

く。 

①計画的な防災教育

やＩＣＴ環境等の整

備が実施できたか。 

 

 

②不祥事防止研修会や校長

面接が実施できたか。 

 

③学校運営協議会と各

部会での協議内容を共有

し、それを生かした活動が

おこなわれたか。 

 

③指定研究事業の活動に取 

組んだ結果、意識改革がす 

すんだか。（アンケート） 

 

①計画的な防災教育やＩＣＴ環境等の 

整備などを組織的に行うことができ 

た。 

 

 
②教員全員に対して校長面接
を行い、不祥事防止について
意識の向上を図った。また、
毎月各グループによる不祥事
防止会議と研修や、年代別に
分かれそれぞれの課題に対す
る研修も行った。 
 
③卒業時のアンケートで 85％
以上の生徒が、課題の発見と
解決に向けて思考力・判断
力・表現力が身についてと回
答した。 
 

①ＩＣＴ活用は進んできたが，ペー 

パーレスや情報共有の効率化の向上 

という点で課題がある。 

  

 

②さらに効果的な不祥事防止への取 

組を検討する。 

 

 

③学校運営協議会での協議の結果を 

全教員で共有し、業務の改善へ繋げ 

る必要がある。 

 

③指定校事業が今年度で終了するの 

で、今までの成果や取組を継続する 

方法の検討。 

 

 
 

①ＩＣＴなど教員の
仕事以外が多くある
ようだが、専門の人
が必要。 
 
②事故防止として業
務内容の精選と余裕
のある時間だけでは
厳しいのでさらに検
討が必要。 
 
③学校運営協議会におい
て、さらに具体的で効果
的な取組を検討する。 
 
③今年度の取組を来年度
以降へどのようにつなげ
るかが課題。 

①防災マニュアル
や緊急参集のマニ
ュアルの確認等を
行い、また、日常
的に校内の設備の
点検を行い安全・
安心な教育活動が
できるよう組織的
な取組を行った。 
 
②職員全員が不祥
事防止に対する意
識の向上を図るこ
とができた。 
 
③指定校事業につ
いては学校全体で
取組むことができ
たが、来年度への
継承については検
討されていない。 

①訓練のための訓
練にならないよ
う、実際の災害に
即した防災訓練や
防災教育を実施す
る。 
 
②ゼロプログラム
を職員全体に周知
徹底するととも
に、動画やケース
検討会等、より現
実的な会議や研修
を実施する。 
 
③指定校事業の成
果や取組の継承を 
グループ等で検討
する。 

 


